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（1）どうする「2025年の崖」



「2025の崖」って何？

多くの経営者が、将来の成長、競争力強化のために、「デジタル
トランスフォーメーション（DX）」の必要性を理解している

しかし、 既存システムが事業部門ごとに構築され、データ活用が
できなかったり、複雑化、ブラックボックス化している

つまり、データ活用のために既存システムの問題解決、そのため
の業務の見直しなどをいかに実行するかが課題

もし、この課題を克服できない場合、DXが実現できないだけでな
く、2025年以降、最大12兆円／年の経済損失が生じる可能性が
ある（2025年の崖）



DX実現シナリオ

2025年までの間に、複雑化・ブラックボックス化した既存システム
について、廃棄や塩漬けにするもの等を仕分けしながら、必要
なものについて刷新しつつ、DXを実現することにより、2030年実
質GDP130兆円超の押上げを実現

既存システム

複雑化

ブラックボックス化

DX実現へ

刷新



（2）システム刷新の考え方



システム刷新の考え方（対象システム）



システム刷新の考え方（手法）



（3）レガシーの活用手法



リライトの工程



ユニチカが実践したリライト

再レガシー化しなさせない工夫が重要



API連携を活用するANA



IBMメインフレームをAPI化



COBOLシステムは顕在

COBOLシステムの有無 COBOLシステムの位置づけ



データ連携を活用する富士通ゼネラル



アサヒビールのデータ連携



（4）クラウドをうまく使う



クラウドへの移行/活用パターン



富士フイルムはVMware環境を移行



リクルートテクノロジーズも移行中



クラウドへの移行手順の例



サーバーレス機能で開発したシステム

大創産業が作った、店舗POSから売り上げデータを収集、
分析するシステム


